
       会 議 録 

［所管課 水谷公民館］ 

会議の名称 平成２９年度第３回水谷地区公民館運営審議会 

開催日時 平成３０年３月２２日（木） 午後４時～午後５時３０分 

開催場所 水谷公民館 会議室 

出席者 

（委員） 是永 国彦委員 山本百合子委員 

関根 健一委員  

（事務局）冨塚 一資館長 高見 淳也主査 南部 英司主任 

会議次第 

【報告・連絡事項】 

（１）学級講座等開催事業等に関して 

（２）施設維持管理事業に関して 

【協議事項】（意見交換） 

（１）平成２９年度事業評価（主要）について（委員の意見聴取）  

①みずほ台中央公園を活用した講座 

（パークヨガ体験講座・はじめての俳句入門） 

②親の学習講座 

③里山ボランティア体験事業 

④その他 

（２）平成３０年度の水谷公民館の事業展開について（意見交換） 

【その他】 

会議資料 ・富士見の公民館（平成 29年度事業報告予定原稿） 

会  議  内  容 

＊あいさつ（館長、水谷地区公民館運営審議会委員代表） 

 

【１ 報告・連絡事項】 

（１）学級講座等開催事業等に関して 

＊事務局から主な平成３０年１～３月開催の主要事業について報告 

・２／１７ピースサロン特別企画 谷英美朗読公演『顔』 

・２／２４地域自治シンポジウム 

・３／１０教育講演会 

・３／１７親の学習講座『毎日の生活に役立つアウトドア流防災講座』 

 ⇒質疑等なし 

 

（２）施設維持管理事業に関して 

＊修繕の実施（会議室壁、和室障子張替え）について事務局から説明 

     ⇒質疑等なし 



 

【2協議事項（意見交換）】 

（１）平成２９年度事業評価（主要）について（委員の意見聴取）  

 ①みずほ台中央公園を活用した講座 

（パークヨガ体験講座・はじめての俳句入門） 

 事務局：昨年３月にオープンしたみずほ台中央公園交流施設について、受付業務等の補 

助執行を受けたが、公民館として施設を積極的に活用するとともに、公民館事 

業に気楽に参加できる機会、みずほ台地域へのアプローチにもつながればと考 

え、２講座を開催した。どちらもすぐに定員いっぱいとなり、好評だった。講 

座後、サークル化による継続活動をねらい展開した。俳句は２サークルが結成、 

活動することになったが、ヨガは、公民館としては比較的若い参加者層であっ 

たが、サークル化には至らなかった。何人かの方が、講座の講師が指導してい 

るサークルに加入するなど個別に継続して取り組んでいる。 

 委 員：施設の利用率はどのくらいか。どのような利用者層か。 

 事務局：現時点では正確利用率は把握していない。利用者層は６割程度が、旧第８集会 

所から継続して行っている、町会活動、サロン活動等で４割程度が、公民館利 

用団体等であると捉える。また、公園と一体となった施設であり、子育て世代 

の方が個人利用として、仲間で交流をする目的で利用するケースも多くある。 

委 員：交流施設は、公園と一体となった施設であるとともに、個人でも利用しやすい 

基準になっている。公共施設予約システムで対応できるようになればもっと使 

いやすくなつのでは。 

委 員：専用の駐車場がないが、何台分かでも交流施設用に公園の駐車場を確保できれ 

ば、より使いやすくなるのでは。 

 委 員：ヨガ講座で、サークル結成に至らなかったということだが、確かに、若い世代 

     の方は、組織化して活動しようという流れにはなりにくいのでは。世話役とか 

を引き受けたりするのが難しかったりするのでは。 

 

②親の学習講座 

事務局：公民館では、家庭教育に関しての取り組みが弱く、昨今の親や家庭に関する様々 

な諸問題について、地域の中で学ぶ機会として、平成２７年度から開催してい 

る。今年で３年間実施したが、思うような参加が得られないとともに、企画実 

施にあたって、関係する団体等との連携についても見通しがたたない状況であ 

る。過日、身近な参加いただければと考え『アウトドア流防災講座』を開催し、 

２５名の参加者があったが、現実として親世代の参加はほとんどなかった。今 

後の展開などについて、委員の意見を伺いたい。 

 委 員：『アウトドア流防災講座』に参加した。時間の制約があり内容に対して、時間 

が足りず、展開が速くなりついていけない部分があったが、内容としては良い 

ものであった。周知などはどのように行っいるのか。 

 事務局：館区内の小学校全家庭数へのチラシ配布をした。その他、みずほ台小学校ＰＴ 

Ａや地域こども教室の関係者に周知のお願いをするなどした。 

 委 員：ターゲティングをしっかりすべきでは。例えば、産婦人科や保育所、子ども園 

などにも周知するなどしてみては。そういう所から参加者を得られれば、仲間 

 



   など、つながり、広がりをみせていくのでは。また、ＰＴＡにも積極的に働きか 

け、例えばアンケートを行い、親の学習の必要性を見出し、そこから連携を図る 

などすれば、お互い対等な関係を築きながら展開できるのでは。 

 

③里山ボランティア体験事業 

事務局：今年度の事業展開について報告。石井緑地公園内に新たに落ち葉堆肥置き場が 

設置されたこと、次年度からまちづくり協議会と連携した取り組みの可能性が 

あることを説明。 

 委 員：通常の草刈り等の活動だけでなく、イベント的な取り組みも行い、この地域の 

自然の大切さなどを広く伝えていく必要があるのでは。自然などに関して様々 

な活動を行っている人がいる。上手く協力していけば良いのでは。 

④その他 

 

（１）平成３０年度の水谷公民館の事業展開について（意見交換） 

事務局：平成３０年度の事業について、考えやアイデア等を委員からいだだき、参考 

とさせていただきたい。 

  委 員：公民館カフェについて、なんばた青空市場への参加など様々な展開をしてき 

た。気楽に集まれる場所があれば、飲むだけでなく、若い世代の人たちが集 

まり、まちづくりに参加するきっかけにもなるのではと考える。 

 事務局：今後も公民館としてどのように展開できるか、研究させていただきたい。 

 

【３ その他】 

 （事務局から事務連絡） 

    ・富士見の公民館（平成 29年度事業報告）について、委員からの意見を記入い 

ただき、４月６日（金）までに提出願いたい。 

    ・現任期では最後の地区会議になる見込みである。是永委員、山本委員について 

は、任期満了につき退任となる。次期委員について、事務局でも検討するが、 

委員からも推薦や情報等があれば、４月中を目途にお寄せいただきたい。 

 

＊閉会 

 

 


